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 [Overview and purpose of the course]
　農林業は、生物生産を通じた技術的体系あるいは経済的営為であるだけでなく、自然と深く関わ
ってきた歴史の所産としての文化という側面をもっている。また、農林業は、その営みを通じて地
域の環境形成やその維持にも大きな役割を果たしてきた。国内外での多様なフィールドワークにも
とづいて、地域の環境や文化の形成・維持に果たしてきた農林業の役割を明らかにしつつ、「農」
の営みがもつ現代的な意義と意味を問いかける。

 [Course objectives]
　地域の環境や文化の形成・維持に果たしてきた農林業の役割を考察できるようになる。

 [Course schedule and contents)]
　各教員が複数回の講義を担当する。それぞれのフィールドワークを基礎に以下の課題についてリ
レー講義を行う。

第１部　生存を支える農の営み
1. 人類世と生存学（竹田晋也）
2. 食と自然への生物学的適応（古澤拓郎）

第２部　文化としての水田耕作
3. 里山の環境利用（小坂康之）
4. アジアの水田稲作と「緑の革命」（小坂康之）
5. 水田稲作と水域生態系（ゲストスピーカー：岩田明久）
6. アジアの市場から地産地消を考える（小坂康之）

第３部　森が育む文化
7. 「常緑の革命」としてのアグロフォレストリー（竹田晋也）
8. 非木材林産物と資源管理（竹田晋也）
9. ヒマラヤの暮らしの変容（小坂康之）
10.ブータンから京都の農林業と農山村を考える（ゲストスピーカー：安藤和雄）

第４部　海がある暮らし
11. 熱帯島嶼部の暮らしと環境問題（古澤拓郎）
12. 自然知としての暦と生業（古澤拓郎）
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第５部　農と食の未来
13. 自然環境に適応した農のある暮らしの再評価（ゲストスピーカー：安藤和雄）
14. アジアの食文化グローバリゼーション（古澤拓郎）

15. 期末試験

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
　毎回の講義の最後に出席確認を兼ねたアンケート調査を実施する（評価には含めない）。授業参
加度４０点、期末試験６０点で成績を判定する。

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
　講義の中で文献・図書を紹介するので、自学自習に役立ててほしい。

 [Other information (office hours, etc.)]
　農学を志す学生だけでなく、広く人と自然の関わりや農林業に関心をもつ学生を対象とする。こ
れまでも文科系学生が多数受講しており、理科系・文科系相方の学生の受講を期待する。


